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コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
新
た
な
北
秋
田
市
を
目
指
し
て
前
へ

津
谷
市
長
の
年
度
始
め
の
訓
示

北秋田市
地域おこし
協力隊
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環　境
コラム
第50回

北
秋
田
市
環
境
基
本
計
画

　（
中
間
見
直
し
版
）
を
策
定
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
平
成
29
年
に
「
北
秋
田

市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
今

後
10
年
間
に
お
い
て
目
指
す
べ
き
環

境
像
「
自
然
を
愛
し　
環
境
を
と
と

の
え
る　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
向
け
て
、
市
民
・
事
業
者
・

市
の
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
取
り
組

む
べ
き
施
策
を
定
め
て
、
環
境
の
保

全
と
創
造
に
関
す
る
展
開
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
環
境
に
関
す
る
状
況
は

変
化
し
て
お
り
、
国
で
は
「
２
０
５

０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指

す
」
こ
と
を
決
め
、
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
考
え
方
を

活
用
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
循
環

共
生
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
「
地

域
循
環
共
生
圏
」
の
考
え
方
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
秋
田
県
に
お
い
て
も
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
も
対
応

し
た
環
境
施
策
を
計
画
す
る
こ
と
で
、

環
境
・
経
済
・
社
会
の
統
合
的
な
向

上
を
目
指
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
計
画
期
間
の
中
間
年
に
あ

た
り
、
国
や
秋
田
県
の
動
向
を
踏
ま

え
て
環
境
施
策
の
さ
ら
な
る
推
進
を

図
る
た
め
、
環
境
審
議
会
を
開
催
し
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
通
し
て
意
見
を
聴
取
し
、

現
状
に
即
し
た
「
北
秋
田
市
環
境
基

本
計
画
（
中
間
見
直
し
版
）」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
恵
み
豊
か
な
環

境
を
確
保
し
、
将
来
の
子
ど
も
達
に

継
承
す
る
た
め
、
市
民
・
事
業
者
・

市
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
体
と
な
っ
て
目

指
す
べ
き
環
境
像
を
実
現
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

き
た
あ
き
た
の

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

18
日（
金
）▽
定
例
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

24
日（
木
）▽
合
同
記
者
会
見（
企
業
研
修
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
）（
本
庁
舎
）▽
定
例
記

者
会
見（
本
庁
舎
）▽
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
状
贈
呈
式（
本
庁
舎
）

25
日（
金
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
取
締
役
会（
同
社
）▽
森
林
・
林
業

意
見
交
換
会（
コ
ム
コ
ム
）

28
日（
月
）▽
派
遣
職
員
辞
令
交
付（
本
庁
舎
）

29
日（
火
）▽
観
光
列
車「
秋
田
マ
タ
ギ
号
」試
乗
会（
阿
仁
合
駅
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄

道
㈱
取
締
役
会・活
動
報
告（
森
吉
山
ウ
エ
ル
カ
ム
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

30
日（
水
）▽
派
遣
職
員
辞
令
交
付（
本
庁
舎
）

31
日（
木
）▽
北
秋
田
市
職
員
退
職
者
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁

村
生
活
環
境
施
設
組
合
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊
退

任
式（
山
田
健
太
郎
さ
ん
）（
本
庁
舎
）

１
日（
金
）▽
定
期
人
事
異
動
・
新
規
採
用
職
員
辞
令
交
付
式（
コ
ム
コ
ム
）▽
北
秋
田

市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
地
域
お
こ

し
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式（
北
原
正
敏
さ
ん
）（
本
庁
舎
）

３
日（
日
）▽
春
の
火
災
予
防
運
動
一
斉
放
水
訓
練（
鷹
巣
中
央
公
園
）

４
日（
月
）▽
日
本
消
防
協
会
表
彰「
表
彰
旗
」受
章
報
告（
本
庁
舎
）▽
救
急
救
命
士
国

家
資
格
合
格
報
告（
櫻
田
優
平
さ
ん
）（
本
庁
舎
）▽
県
知
事
訪
問（
県
庁
）

５
日（
火
）▽
議
会
運
営
懇
談
会（
本
庁
舎
）▽
専
決
予
算
市
長
査
定（
本
庁
舎
）

７
日（
木
）▽
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
功
労
賞
受
賞
報
告（
成
田
政
志
さ
ん
）（
本
庁
舎
）

９
日（
土
）▽
第
12
回
カ
ム
バ
ッ
ク
縄
文
サ
ー
モ
ン（
湯
車
川
）

11
日（
月
）▽
秋
田
県
庁
等
訪
問（
秋
田
市
）

12
日（
火
）▽
鷹
巣
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
総
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

13
日（
水
）▽
業
務
ヒ
ア
リ
ン
グ（
本
庁
舎
）

14
日（
木
）▽
業
務
ヒ
ア
リ
ン
グ（
本
庁
舎
）

15
日（
金
）▽
業
務
ヒ
ア
リ
ン
グ（
本
庁
舎
）

◇
3
月
16
日
〜
4
月
15
日

　
新
年
度
を
迎
え
た
４
月
１
日
、
市
民
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
主
幹
級
以
上

の
幹
部
職
員
ら
約
１
２
０
人
を
前
に
津
谷

市
長
が
年
度
始
め
の
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
に
触
れ

「
今
年
で
３
度
目
の
春
を
迎
え
る
が
、
今

年
も
『
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
新
た
な
北

秋
田
市
を
目
指
し
て
前
へ
』
を
合
言
葉
に
、

新
し
い
生
活
様
式
と
基
本
的
な
感
染
予
防

対
策
を
暮
ら
し
の
中
で
実
践
し
、
コ
ロ
ナ

後
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て
取
り
組
み
を

推
進
す
る
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
新
規
採
用
職
員
に
対
し
て
は

「
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
『
地
域
の
た

め
に
、
未
来
の
た
め
に
』
と
い
う
視
点
を

持
っ
て
職
務
に
精
励
し

て
ほ
し
い
。
１
日
も
早

く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

信
頼
さ
れ
る
公
務
員
と

な
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
な
ど
と
激
励
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
市

政
運
営
の
考
え
方
と
し

て
「
市
が
直
面
す
る
喫

緊
の
課
題
は
、
コ
ロ
ナ

禍
対
応
だ
け
で
は
な
い
。

人
口
減
少
や
少
子
化
・

高
齢
化
、
近
年
多
発
激

甚
化
し
て
い
る
自
然
災

害
に
対
す
る
地
域
防
災

の
強
化
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、

地
方
回
帰
の
動
き
と
い
っ
た
社
会
の
変
化

に
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
掲
げ
る
目
標
達

成
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
確
固
た
る
財
政
基
盤
に
立
っ
た

持
続
可
能
な
市
政
運
営
が
不
可
欠
で
あ

る
」
と
し
、
市
の
財
政
状
況
に
関
し
て
は

「
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
よ
り
一
定

の
成
果
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
社
会
保
障

関
連
経
費
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
歳
入

の
４
割
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
今
後
も

人
口
減
な
ど
に
よ
り
減
少
が
見
込
ま
れ
、

一
層
難
し
い
財
政
運
営
を
迫
ら
れ
る
。
歳

入
は
、
市
税
や
ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め

と
す
る
自
主
財
源
の
確
保
を
図
り
、
市
有

財
産
の
積
極
的
な
売
却
や
未
収
金
の
収
納

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
増

収
に
努
め
る
。
歳
出
は
、
普
通
交
付
税
の

一
本
算
定
に
伴
う
縮
減
額
と
同
規
模
の
抑

制
・
圧
縮
を
は
じ
め
と
す
る
行
財
政
改
革

を
徹
底
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

な
ど
と
強
い
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
職
員
に
は
「
次
世
代
に
大
き

な
負
担
を
残
さ
ぬ
よ
う
財
政
状
況
を
認
識

し
、
業
務
の
効
率
化
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
精
神
で
日
々
の
業
務
に
努
め
て
ほ
し

い
。
将
来
都
市
像
に
あ
る
『
住
民
が
主
役

の
〝
も
り
〞
の
ま
ち
』
の
実
現
に
向
け
、

一
層
の
奮
起
を
期
待
す
る
」
な
ど
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

▲樹氷前での作業の様子

　
去
年
12
月
に
森
吉
山
を
中
心
と
し

た
観
光
振
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
り
ま

し
た
小
林
竜
也
で
す
。
ま
っ
た
く
雪

の
降
ら
な
い
地
域
か
ら
北
秋
田
市
に

移
住
し
て
き
ま
し
た
の
で
初
め
の
頃

は
防
寒
具
や
除
雪
用
具
な
ど
冬
支
度

が
大
変
で
し
た
。

　
雪
が
降
り
始
め
る
時
期
に
隊
員
に

な
り
、
日
本
三
大
樹
氷
観
賞
地
の
一

つ
で
も
あ
る
森
吉
山
で
の
樹
氷
案
内

人
が
最
初
の
活
動
で
す
。
そ
こ
で
は
、

樹
氷
の
で
き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明

や
模
擬
実
験
を
す
る
樹
氷
教
室
、
雪

山
を
歩
く
た
め
の
備
品
の
貸
し
出
し
、

観
賞
コ
ー
ス
の
案
内
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
晴
れ
た
日
の
樹
氷
平

か
ら
は
樹
氷
だ
け
で
な
く
綺
麗
な
景

色
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
て
、
改
め

て
森
吉
山
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
雪
山
な
ら
で
は
の
新
雪
に

残
さ
れ
た
足
跡
か
ら
、
野
生
動
物
の

生
態
に
つ
い
て
関
係
者
の
皆
さ
ん
と

調
査
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
来
季
に

は
樹
氷
が
で
き
て
い
く
様
子
も
お
披

露
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
雪
が
溶

け
て
高
山
植
物
が
咲
く
森
吉
山
の
魅

力
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
は
長
い
間
、
美
容
整
体
師
と
し

て
癒
し
に
関
す
る
こ
と
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
森
吉
山
を
取
り

囲
む
植
物
か
ら
自
然
を
感
じ
ら
れ
る

癒
し
の
香
り
を
作
っ
て
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ア

ロ
マ
の
香
り
と
と
も
に
整
体
を
す
る

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

初
め
ま
し
て

▲市ホームページ
　北秋田市環境基本計画
　（中間見直し版）


